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平成 22 年２月 10 日 

各  位 

会 社 名 黒崎播磨株式会社 

代表者名 取締役社長 古野 英樹 

（コード番号 5352 東証１、福証） 

問合せ先 取締役常務執行役員 

総務人事部長 江口 宏 

（TEL. 093-622-7224） 

 

連結子会社における固定資産の譲渡等及び 

これに伴う特別利益の計上に関するお知らせ 

 

当社の連結子会社である AMR Refractarios,S.A.（以下「AMR」）は、所在地自治体による土地 

収用に応じ、以下のとおり工場用地を譲渡（以下「本件譲渡」）するとともに、収用補償金を受 

け取ることとなりましたので、お知らせいたします。 

また、当社は、AMR の工場用地の譲渡益及び収用補償金を平成 22 年３月期連結会計年度にお 

いて特別利益として計上いたしますので、併せてお知らせいたします。 

 

記 

１．当該子会社の概要 

（１） 名 称 AMR Refractarios,S.A. 

（２） 所 在 地 スペイン王国バスク自治州ギプスコア県エルナニ市 

（３） 代表者の役職・氏名 社長 カルロス・ブリス 

（４） 事 業 内 容 耐火物の製造、販売 

（５） 資 本 金 4,597 千ユーロ 

（６） 決 算 期 12 月 31 日 

（７） 大株主及び持株比率 黒崎播磨株式会社 100％ 
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２．譲渡等の理由 

  所在地自治体の土地区画整理事業に基づく土地収用に応じ、AMR が工場用地をギプスコア県 

開発公社（以下「公社」）に譲渡し、公社から収用補償金を受け取るものです（一部受け取り 

済）。 

 本件譲渡は、AMR の旧工場用地と公社が提供した新工場用地の交換により行われました。 

  本件譲渡により、AMR は同市内の別の場所に移転すべく、2007 年（平成 19 年）12 月より新 

工場を建設中です。新工場において、事務所及び一部設備は 2009 年（平成 21 年）10 月に完 

成し稼働していますが、旧工場でも並行操業中です。現在、旧工場設備の移設作業中であり、 

本年 11 月までに AMR の移転を完了する予定です。 

 

３．譲渡資産の内容等 

（１）譲渡資産の内容 

  ①資産の内容及び所在地 

工場用地（所在地：スペイン王国バスク自治州ギプスコア県エルナニ市） 

  ②現況 

   現在も工場稼働中。本年 11 月までに AMR の移転完了予定。 

（２）譲渡益等の内訳 

・譲 渡 益：4,723 千ユーロ（615 百万円） 

新工場用地の時価と旧工場用地の簿価との差額を譲渡益として計上いた 

します。 

   ・収用補償金：22,755 千ユーロ（2,963 百万円） 

          うち、5,850 千ユーロを 2009 年（平成 21 年）10 月までに受け取り済。 

（３）譲渡益等の発生時期 

当社が AMR の移転を決定した 2006 年（平成 18 年）３月時点では、譲渡益等の発生時期が 

確定していませんでしたが、AMR が収用に関する契約を 2009 年（平成 21 年）10 月に公社と 

締結し、当社は、譲渡益等を平成 22 年３月期連結会計年度の特別利益として計上すること 

となりました。 

 

４．譲渡の相手先の概要 

（１） 名 称 ギプスコア県開発公社 

（２） 所 在 地 スペイン王国バスク自治州ギプスコア県エルナニ市 

 

５．譲渡の日程 

（１） 契 約 締 結 2009 年（平成 21 年）10 月 16 日 

（２） 物 件 引 渡 期 日 2010 年（平成 22 年）11 月９日（予定） 
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６．今後の見通し 

当社は、譲渡益等 3,578 百万円（連結ベース）を平成 22 年３月期連結会計年度において特 

別利益として計上いたします。 

これにより、平成 22 年３月期連結会計年度における連結当期純利益の増加見込額が、最近 

５連結会計年度の連結当期純利益の平均（注）の 30％に相当する額（458 百万円）以上となっ 

ています。 

  また、当該特別利益計上の影響を含め、本日平成 22 年２月 10 日公表の「業績予想の修正に 

関するお知らせ」のとおり、平成 21年 11 月 11 日公表の通期の連結業績予想を修正していま 

す。 

  （注）直前連結会計年度（平成 21 年３月期）は、当期純損失であったため、最近５連結会 

計年度の連結当期純利益の平均（赤字の連結会計年度については赤字額の大きさを問 

わず０として平均を計算する。）を計算する方法によっています。 

  

以 上 

 

（参考）当期連結業績予想（平成 22 年２月 10 日公表分）および前期連結実績 

（金額の単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

当期連結業績予想 

（平成22年３月期） 
81,600 2,300 2,400 3,700

前期連結実績 

（平成21年３月期） 
96,322 3,611 3,126 △2,879

 

 


